
【取組内容】 ① 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実

江田島市立大柿中学校（広島県）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

「単元内自由進度学習」（動画スクリーンキャストなどを活用）（その１）

【実施内容の具体】［単元内自由進度学習］
１ ［授業ガイダンス］

単元ごとに授業時間と学習内容の見通しをもたせるための「学びの地図」
を示す。合わせて図で示しているスライドを使って、単元内自由進度学習の
学び方のガイダンスを行う。このスライドはクラスルームに送り、生徒が必
要に応じて確認できるようにしておく。

２ 次の①から④の学習形態の中から、生徒が自ら選択して、学び方を決定す
る。予めガイダンス等の時間にそれぞれの学習形態を経験させておく。
①個別に「学習支援アプリ：学習ｅ－ポータル」内の動画説明を活用して
学習課題に取り組む。

②問題集・学習プリントを使って個別に学習する。
③担当教員とともに学習課題に取り組む。
④小グループで協働的に学び合って学習課題に取り組む。

３ 選択した学習形態で、自由進度学習を行う。
生徒は、各時間の始めに学びの地図と前回までの振り返りを確認し、本時の
学習形態を選択する。

４ 各自、振り返りを行い、自己評価する。



【取組内容】 ①「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実

江田島市立大柿中学校（広島県）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

「単元内自由進度学習」（動画スクリーンキャストなどを活用）（その２）

個別にクロームブックで解説動画を視聴する。 先生から直接学ぶ。

数名で協働的に学び合う。

学びの地図に計画･学習方法
を記入して学習形態を決定

【実施内容の具体】［単元内自由進度学習］
５ 単元の中でクリアすべき、難易度を変えた演習問題にチャレンジし、その結果
から自己の学力向上のための目標を設定させることで、主体的な学びに向かうよ
うに仕組む。

６ 学習内容によっては、スクリーンキャストを用いて解を導く過程の説明を録画
して提出させる。（動画説明による表現）

７ この録画した内容について個別に評価する。
【この実践による効果】
○学習方法の選択時､目的意識をもって選択し､主体的に学習するようになってきた。
○ＩＣＴも必要に応じて活用でき、学習効果が上がっている。

課題解決方法の説明録画

個別に問題演習を行う。
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